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２０２３年度日本日時計の会総会 

 

２０２３年度日本日時計の会総会が、 

2023年７月 22日(土)、1時から 4時過ぎま

で、明石市立天文科学館で開催された。 

  

１）出席者 

  会員総数 30名（個人 23 名、法人 7名） 

  出席会員  ７名（個人６名、法人１名） 

  委任状  16名 

  他     3名（同伴者 2、見学者１） 

 

2）総会 

  開会の挨拶      会長 奥田治之氏 

  明石市立天文科学館  館長 井上 毅様 

 ・議事 

  議長選出          小山泰弘氏 

  議案 １ 2022年度事業報告 （承認） 

  議案 ２ 2022年度決算報告 （承認） 

  議案 ３ 2023年度事業計画 （承認） 

  議案 ４ 2023年度収支予算案（承認） 

 

３）会費免除の件（会計担当提案事項） 

  コロナ等の影響で当会の活動が休止された

21年 22年の会費徴収を止める。（承認） 

 

４）研究発表・報告 

 ・「身近の日時計を」     奥田治之氏 

 ・「簡単な道具による季節線作図法」 小野行雄氏 

 ・「東・西の星時計付携帯日時計」 鈴木一夫氏 

 ・「時の記念日」       井上 毅氏 

    

５）休憩・懇親 

  自己紹介・近況報告など 

 

６）閉会の挨拶         小山泰弘氏 

  

７）明石市立天文科学館見学   井上 毅氏 

 

＝散会＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時計コレクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時計広場 



身の回りに日時計を! 

    窓辺の日時計、庭先の日時計.  

 

Have a sundial around you! 

Sundials in your house, 

 

          奥田治之 H . Okuda 

 

１  はじめに 

 いまや、精密な水晶時計や、電波時計も出て、

日時計は、時を知る実用的価値はほとんどなく

してしまっていますが、ヨーロッパなどでは、

現在でも、公園などのモニュメントとして ま

た、民家の壁の装飾などにも使われたりして、

人々に慕われています。それらには、造形的に

も様々な工夫が凝らされており、また、美術工

芸品としての側面も持っていて、市民文化の一

部になっています。  

 

日時計の原理は、簡単であり、単純な構造で

も作れるので、子供から大人まで、自ら作って

楽しむこともできます。もっとも簡単なもので

は、紙細工でもできるし、100 円ショップや、

ＤＩＹの店などで容易に見つけることができる

身近な材料で作ることができます。新しい機構

や、構造を持ったものを設計したり、造形的に

も工夫を凝らして、創作日時計として楽しむこ

ともできます。特に、最近では、物にふれるこ

とや、道具を使うことの少ない子供にとって物

作りの体験をする絶好の機会を与えてもくれま

す。 

小型のものでは、窓辺のインテリアーとして

も楽しめますし、庭先の一角において、ちょっ

とした点景にするのも面白い。 

また、簡単な日時計なら、携帯用にもなり、

これは、時を知るだけでなく、方位計としても

利用できる。あるいはちょっとしたアクセサリ

ーとして楽しむことができる。 

 以下、簡単な例をいくつか挙げてみますが、

いろいろなヴァリエーションを楽しむことがで

きます。 

２．窓辺の日時計  

  

１）紙細工の日時計 

 少し厚めの紙があれば、簡単にさまざまな日

時計を作ることができます。 ここでは、Ａ４

のケント紙１枚を使って、シンプルではありま

すが、基本的性能は十分満たす日時計を設計し

てみました。 時刻盤の拡大、縮小は相似的に

するならば自由で、それだけを守れば、形はい

ろいろ変形して遊ぶことができます。  

 

  水平型（ハートの形）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   垂直型（蝶の形）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  赤道型（アーミラリー）日時計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）プラスティックを使ったもの 

 紙細工の日時計は、簡単にできて、日時計の

原理を知るにも良いものですが、変形したり、

また、雨に弱くて、屋外では使えません。 紙の

代わりに、プラスティックの薄板を使えば、細

工は、ちょっと、難しくなりますが、しっかり

したものができます。  

 また、ＣＤディスク（円板）のラベル面にパ

ソコンで時刻盤を印刷すればコマ型の日時計を

簡単に作ることができます。中央には金属の棒

などを通してノーモンに仕立てます。ノーモン

の影は夏、冬で円板の表から裏に入れ替わるの

で、ＣＤディスクを２枚用意して、各々に時刻

目盛を印刷します。（時刻のまわり方が逆になる

ことに注意）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これをＣＤのケースに入れて、開き角を調節し

てノーモンが緯度と同じ角度になるように設定

すればできあがりです。ケースの中で円板は回

転できるので、経度の差による補正や、均時差

の補正を行うこともできます。  

 

垂直型の日時計を透明なプラスティック製の

板に時刻盤にして、ノーモンと反対側から見る

ようにすれば、陽の当たる南側の窓に張り付け

て利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携帯できる日時計として、次のような首掛けペ

ンダントはどうだろうか？ ノーモンには、柔

らかい素材を使って怪我をしないようにする。

これは、正確な時計を持っているような時、そ

の時刻にノーモンの影を合わせれば、方位系と

しても利用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円形グレーティングの干渉縞を利用した日時計  

 録音（画）用の CD ディスクを買うと、中に、

透明で、同心円（厳密にはらせん）の溝の切っ

てある円板が入っていることがあります。この

溝が円形の格子（グレーティング）になって、



太陽光が当たると、虹色の直線が放射線状に輝

きます。これを時刻線にして、美しい日時計が

出来ます。円板を赤道面に平行において、これ

を極軸の方向から覗いて、干渉縞（直線）の方

向を目盛板で読みます。（円板の中心に小さい平

面鏡を貼り付けておき、それに目が移った方向

から覗けば、極軸方向から見たことになります） 

また、時刻盤に、透明な世界地図を張り付けれ

ば、干渉縞の位置が、その時に太陽が南中して

いる地点を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイブリッド球形レンズを使った日時計 

ちょっと、凝ったものとして、次のような球

形日時計を考案してみました。 

すなわち、球形レンズで太陽像を作り、それを

球形の文字盤に投影すれば、完全球対称の日時

計ができる。ただ、ガラスやプラスティックの

レンズでは、屈折率が大きすぎて、焦点距離が

短くなり、収差が大きくなって、シャープな像

が得られない。それで、ガラスやプラスティッ

クのレンズを水の入った球形容器の中心に置け

ば、相対屈折率が下がり、焦点距離を伸ばすこ

とができ、外側の容器の表面に焦点を結ぶよう

にすれば、シャープな太陽像を作ることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この原理を使って写真の様な日時計ができる。

容器の表面には、地球が楕円軌道を運動するこ

とや、回転軸が傾斜していることによる、太陽

の運動の進み遅れによる誤差（均時差と呼ばれ

る）を考慮したアナレンマと呼ばれる目盛を打

っておくと、それらを自動的に補正した時刻を

知ることができる。 

 この日時計は、完全球対称であるから、緯度

の合わせて傾きを変えることによって世界中の

どこでも利用できる万能の日時計である。 

 ただ、この日時計は、低い緯度の地点で使う

と、夏になると、太陽像が下面に移ることにな

るので、下から覗き見なければならない。これ

を改善するために、これを球の中心を通る水平

面に鏡を置いて光束を跳ね返して、球の上面に

太陽像を結ぶようにしたのが、次の日時計であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏至 

冬至 

赤道 春分 秋分 



こうすれば、上から見下ろすように見ること

ができ、楽に時刻を読み取ることができる。こ

の日時計は、時刻を知るだけでなく、季節の変

化も知ることができる。 

 

３．庭先の日時計 

  陽当たりの良い庭の一角に日時計を置くの

も一興である。 

 下左図は、知人の森本邸の窓に作られた日時

計で、会員の小野先生の設計によるものである。

また、下右図は小野先生がフランスの田舎で撮

ってこられた家の壁に作られた日時計で、ヨー

ロッパにはよく見かける風景である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は私がオランダにいた時、ハーグの蚤の市

で求めた1810年製の単純な水平型の日時計で

す。もちろん、時刻目盛はヨーロッパの緯度に

合わせて５０度になっているので、それを補正

して１５度ばかり北側に傾けておいてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻盤を傾けることは、室内から庭を見下ろ

すときは、影が読み安くなる点が良い。右は、

わざわざ時刻盤を傾けて作った日時計で、プラ

スティックの板刻印したものである。 

 

次は、水の円筒レンズを使った円柱型の日時

計の例である。簡単であるが、かなり鮮明な光

る時刻線ができる。文字盤には時刻ごとに副尺

を入れて精度よく時刻を読み取れるようになっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．むすび 

 以上、簡単な例をいくつか紹介しましたが、

その他、様々なヴァリエーションが容易に考え

られる。素朴な原理の日時計を、身の回りにあ

る材料を使ってできる小ぶりの日時計を作って、

太陽光の射し込む窓際や、陽当たりの良い庭先

など、身近な場所に、日時計を置いて、あわた

だしい日常生活を忘れて、時の流れ、季節の移

り変わりを楽しむのは如何でしょうか。 



―付録― 

 

１．作図による時刻線の決め方 

  日時計の時刻線の目盛りは、赤道型（円盤

型）の場合は、中心 C から放射線状に伸びる

15 度おきの直線 CT になります。水平型の場

合、この直線を伸ばして平面にぶつかった点

T’とノーモンと水平面との交点 S を結んだ直

線 T’S が平面型日時計の時刻線になります。

朝、夕、6 時 18 時の場合、交点T’は無限遠

になりますが、この場合の時刻線は、原理的に

直線 NS と直交する東西線になります。  

 なお、三角形 NCS は、赤道面とノーモンは

直交していますから、直角三角形になり、

CN/NS = sin (緯度角)になります。 

 垂直型の場合も、同じように決められますが、

この場合は、CN/NS = cos(緯度角) 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

垂直型の場合、壁や、窓が必ずしも真南に

向いていないことがある。その場合は、次のよ

うな作図法によって時刻線を決めることができ

る。今、壁や窓が図のように、西に 30 度傾い

ている場合、水平面での真南 S は東に３０度振

られている。この水平面の時刻線（赤色）と３

０度傾けて直線を引き、水平面の時刻線 SH と

の交点 H‘と垂直面でのノーモンの端 Z とを結

んだ直線 ZH’が垂直面の日時計も時刻線にな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北緯 35 度 

30 度西向きの壁や窓の場合 

 

 

２．コピー機を使う方法 

一般的な日時計は、ノーモンと呼ばれる地球

の回転軸と平行に置いた直線の影を水平、垂直

などの平面に投影して、その陰の動きを見て時

刻を知るものである。太陽の動きは、このノー

モンの周りを１時間に１５度づつ回転する。こ

れを模式的に表したのが次の図である。ノーモ

ンを中心線とした円筒を考えると、影は中心線

の周りに等間隔に放射線状に伸びた平面の束に

なり、それが円筒と交わる点を求めれば時刻線

が決まる。赤道型の場合には、これが円盤にな

り、水平型、垂直型の場合は楕円になる。楕円

の短軸－長軸比は、平面とノーモンの傾き（緯

度角）で決まり、北緯３５度の場合は図中の比

になる。 
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この原理を使うとコピー機を使って様々な角度

の平面の日時計の時刻盤を簡単に作ることがで

きる。縦、横、異なる拡大、縮小ができるコピ

ー機を使って次のようにして時刻線を決めるこ

とができる。 

 まず、角度 15 度おきの放射線を書いておき、

これを縦横比が緯度角のSINの値になるように

拡大縮小してコピーをします。これが、水平型

の日時計の時刻線になり、COS の値になるよ

うにコピーすれば、これが、垂直型の日時計の

時刻線になります。この場合は、時刻目盛りは

逆回りになります。 

 

例  北緯 ３５度の日時計時刻盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
 

 

垂直型 時刻盤 
 

横縦比 1.74 

水平型 時刻盤 
 
横縦比 1.22 

赤道型 時刻盤 



アテネの天文遺産廻り 

   Astronomical Heritages in Athens 

 

鈴木 一明  K. Suzuki 

 

１．古代ギリシャとアテネ 

古代ギリシャは西洋人の心の故郷である。それ

までの国家が専制君主制だったのに対し、直接民

主制の都市国家群が割拠した。そこで発展した哲

学、自然科学、芸術は、現代文明の基礎をなして

いる。また、オリンピックも古代ギリシャのスポ

ーツの祭典であった。このように全世界の人類に

とって、「古代ギリシャ」は特別の響きをもつ。

アテネはその都市国家群の盟主であった。 

その後、アテネは、マケドニア王国、ローマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帝国、ビザンティン帝国、十字軍によるアテネ公

国、オスマン・トルコと支配者を変え、19世紀

前半のギリシャ独立時に首都となったため、街の

中には、古代ギリシャの遺跡のみならず、ローマ

帝国時代、ビザンティン帝国時代の遺跡、遺物が

数多く残っている。 

アテネの天文遺産は、メトンの太陽時計跡、ア

ンドロニコスの時計塔（風の塔）、アテネ考古学

博物館の至宝アンティキテラの機械の３つであ

るとアテネ大学の教授から聞いていた1）。私は、

2008年と2018年にアテネを訪れる機会に恵

まれたが、2008年には見学出来なかったものが

2018年には一般公開されていたので、ラッキー

であった。図１にパルテノン神殿があるアクロポ

リスを中心に、それらの位置を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１; アテネ中心部（観光案内地図より。上方向が北。） 

考古学博物館 ↖ 

メトンの 

太陽時計 ● 

アクロポリス 

風の塔 ● 

シンタクマ 
広場 

フィロパポスの丘 



２．Meton’s Solar Clock（メトンの太陽時計） 

都市国家アテネの中心であったアクロポリス

の西側に、白い岩肌のフィロパポスの丘が広がっ

ている。この丘の一角にメトンの太陽時計の遺構

がある（写真１）。私が訪れた時には、案内板の

表示もなく、公園の管理係の人に聞いてもわから

ず、うろうろ歩きまわって、それを示す表示プレ

ートを探しあてたときは、ちょっとした喜びだっ

た。遺構は基石部分のみで、水平型または球形型

日時計だったのか、別のタイプの時計だったのか

わからない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メトンの太陽時計から東側に振り向くと、絶景

が飛び込んで来る。この丘からのアクロポリスの

眺めは素晴らしく、観光客も少なく、いつまでい

ても幸せな気分を味わえる。私が訪れた6月下旬

はキョウチクトウのピンクの花が美しかった（写

真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． Horologion of Andronikos Kyrrhestes 

 （アンドロニコスの時計塔（「風の塔」）） 

アクロポリスの丘の北側の麓にローマ時代の

アゴラの跡地がある。一部が残る列柱以外は、ほ

とんどが崩れている中にあって、高さ13.85m

の八角形の大理石建築：アンドロニコスの時計塔

（通称「風の塔」）は、原型を保ったままそこに

立っている。紀元前２世紀の建造物と言われてお

り2, 3）、1762年の銅版画では塔の下半分は土に

埋もれていたが4）、1838-1839年に掘り起こ

された。私が初めてアテネを訪れた2008年は、

この一角は立ち入り禁止であったが、2018年に

は整備され、入場料を支払って立ち入ることがで

き、「風の塔」の内部も公開されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクロポリスの丘の中腹から眺めると、塔の屋根

の部分と遠方のリカヴィトスの丘の頂上部分が

形も大きさもほとんど同じに見えるところがお

もしろい（写真３）。 

 

時計塔の内部にはアクロポリスからの水を利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１；メトンの太陽時計の遺構（右手が北） 

写真２；フィロパポスの丘からのアクロポリス 

写真３；「風の塔」とリカヴィトスの丘の遠望 



した水力時計が格納されていたが、現在は空洞

で底面に大理石の水路の跡が残るだけである

（写真４，写真５）。この塔は、ビザンティン

帝国時代はキリスト教の東方教会の一部として

使用されたため、その時代のフレスコ画の漆喰

が内部の側壁面にわずかに残っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「風の塔」の屋根のトップには、風向計の役目

をするブロンズの海神（トリトン）像があって、

風の向きに合わせて回転し、持っている棒が下方

の八つの側面壁のギリシャ神話の風神たち（アネ

モイ）のレリーフを指すようになっていたという
2, 4）。別名：風の塔（the Tower of the Wind）

の由来はここにある。回転する海神像は今は失わ

れているが、風神たちのレリーフは比較的保存状

態が良く、日が当たると陰影が美しい。そして、

これら風神たちのすぐ下には８つの部分日時計

がある。塔の屋根側から見た部分日時計のノーモ

ンの配置を図２に示した。 

また、東西南北４方向からの風神像たちを写真６

に並べた（①～⑧は、図２の側面の方向）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部分日時計は先端が球形の棒状ノーモンと射

影部の刻線からなり、風神像の下部に配置されて

いる。夏至の数日後の夕方には正しく影を落とし、

軌跡刻線と一致していた（写真７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．Antikythera Mechanism（アンティキテラ

の機械） 

アンティキテラ島はペロポネソス半島とクレ

タ島の中間にある小さな島である。紀元前

150-100年頃に古代ギリシャ地域から古代ロ

ーマに移動中に沈没した船が、1901年にこの島

の近海から引き上げられ、その積載物の中に歯車

機械と思われるブロンズの金属断片があった5, 6）。

この金属断片はすぐには注目されることなく、ア

テネ考古学博物館の倉庫の片隅に眠っていたが、

1950年代からアンティキテラの機械として研

写真５；「風の塔」内部の底面水路 

図２；「風の塔」の日時計配置 

写真６；「風の塔」の風神像たち 

写真７；「風の塔」の風神と日時計 



究が始まり、2000年代に入り、この機械の解明

のために新たに開発された高エネルギーX線CT

装置の活躍により、30個以上の歯車を複雑に組

み合わせた、地球の自転、太陽、月、惑星の運行

を計算できる精密なアナログ・コンピューターで

あることが明らかにされた7-10)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆者が2008年にアテネ考古学博物館を訪れ

た時にはこの機械は展示されていなかったが、

2018年には特別室が設けられ、82個の金属断

片がすべてひとつの陳列ケースに納められてい

た（写真８）。金属断片の前面にケース全体を覆

うハーフミラーが設置され、上部から映像が投影

されるので、正面からは実物と映像が重なりやや

見にくい（写真９）が、ケースの背面、側面から

はとてもよく観察できる（写真１０）。 

５．おわりに 

アテネ中心部には、アクロポリスの丘のパルテ

ノン神殿、麓のアクロポリス博物館（丘の上から

移転）、古代ギリシャのアゴラ、ゼウス神殿、シ

ュリーマンの貨幣博物館、ビザンティン博物館な

どもあり、時間をかけて廻りたい。 
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写真８；アンティキテラの機械の陳列ケース 

写真９；アンティキテラの機械（ケース正面から） 

https://www.antikythera-mechanism.gr/


2023 年オーストリア日時計会議報告   

Annual Conference Report of  

Gnomonicae Societas Austriaca (GSA) 

 

沖 允人 Masato OKI 

 

2023 年 9 月 21-23 日に、 オーストリア

日 時 計 協 会 の 年 次 会議 が イ ン ス ブ ル ッ ク

(Innsbruck)の市の中心部にあるホテル・グラ

ウ ア ー ・ ベ ア （ Hotel Grauer Bär, 

Universitätsstraße 5-7）に宿泊して開催さ

れ た 。 主 催 は 、 オ ース ト リ ア 日 時 計 協 会

(Gnomonicae Societas Austriaca (GSA))

のワーキングギクルーブ・ オーストリア天文学

クラブ主管で 、責任者は Kurt Niel, Peter 

Husty であった。会議会場 はインスブルック

の市立大学である MCI(Management Center 

Innsbruck, The Entrepreneurial School, 

Universitätsstr. 15)の教室が使用された。 

会議初日の 9 月 21 日(木)に参加者は各地か

らインスブルック(写真 1)に到着し、 午後 1 

時 30 分から 5 時までアンブラス城の見学を

した。午後 6 時 30 分からホテル・グラウア

ー・ベア近くの Nepal Kitchen, HIMAL とい

うレストランでネパール料理のディナーを楽し

んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1・インスブルック空港と街並み 

参加者は、29 名で同伴者が 12 名、オース

トリア以外からの参加は筆者のみであった。公

用語はドイツ語であるが、ほとんどの人は英語

も流暢である。会議参加費(ホテルと食事は別

途)は、会員は 34 ユーロ、会員外は 44 ユーロ

であった。 

  会議 2 日目の 9 月 22 日（金）は 8 時 30

分から 12 時まで徒歩とバスでインスブルック

のダウンタウンのガイド付き市内ツアーと会議

であった。最初に王宮教会(The Hofkorche 

and the Tomb of Emperor Maximllian-I、

1560 年代に創建)を見学し(写真 2,3)、続いて

インスブルックには約 30 ある日時計の半分ほ

どを見学した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２・王宮教会内部と彫刻の見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3・王宮教会の王たちの彫刻 

12 時から 13 時 15 分までランチをとり、

午後 1 時 30 分から 5 時 30 分まで研究発表や

創作日時計展示などが行われた(写真 4-7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4・会議場 



 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5・会議発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6・会議発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7・会議発表（沖：最近の日本の日時計） 

会議の場所 は MCI 大学の会議室で、会議に出

席しない人はグラスマイヤー/ウィルテンベル

鋳造所の見学をした。午後 6 時 30 分から夕食。  

会議３日目の9月23日土曜日 午前8時30

分 から-近くの町にある日時計へのバス旅行と

(写真８－10)、市内の Oberperfuß にある(ピ

ー タ ー ・ ア ニ ッ チ 美 術 館 (Peter Anich 

Museum)見学と館長による講話を拝聴した

(写真 11)。館内には、沢山の地球儀などが展示

してある。ピーター・アニッチ(写真 12)は

1923 年 に イ ン ス ブ ル ッ ク の 近 く の 村

(Oberperfuss)で生れた。天文学の専門家で沢

山の天球儀などを制作し、日時計も設計製作設

置した。34 歳でマラリアに罹って他界した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８・Unterperfuss Brangerhof 1754 by Peter Ainchs 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真９・上図の拡大写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10・Natters Pfrrkirche 1759 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11・ピーター・アニッチ美術館見学、館長講演 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 12・ピーター・アニッチ（1923～1957）の肖像画 

インスブルックノホテルに帰って 午後 6 時

30 分、夕食。 

9 月 24 日日曜日に解散した。 

筆者は、会議終了後、フランスのニース

(NICE)に移動し、元フランス日時計の会会長

Roger Torrenti のお世話でニース市内の日時

計や会長宅の庭にある創作日時計を見学した。 

翌日から 3 日間かけて、ニースから約 5 時間ほ

ど北にある南フランスのブリアンソン、サン・

ヴ ェ ラ ン 、 ウ バ イ エ (BRIANÇON, 

ST-VERAN、LUBAYE) など 150 以上ある

日時計を訪れた。  

次回の会議は、2024 年 9 月下旬にウィー

ンで開かれる予定である。 

ホームページ参照 

Neuigkeiten (gnomonica.at) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インスブルック市地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hotel Grauer Bär 

｛書籍紹介｝  「天文時計 誕生秘話」

三省堂書店／創英社・2023 年 7 月・3080 円 

本書は著者の上原秀夫氏の全仕事というべき内容で、第１話の著者が小

学３年生のときに出合ったアクロマートレンズから始まり、第３７-

４２話のアストロデア天体時計シリーズ、第５０話のカンパノラ・コ

スモサイン星座盤モデルまで、著者が創意工夫して製作した天体

時計を年代順に記述されている、いわば、著者のノンフィクション

である。全編を通して、天体時計に関して正確・精密に記述され

ていて、学術書といってよい。コスモサイン・クロックもいろいろな

ものが創作されていて、興味深い。私の関心のあるのは、日時計

で、大気差補正直読式「精密標準時日時計」は１号機から６号機

まで製作設置されたが、１号機と２号機は撤去されていて、現在

あるのは、鳥取県鳥取市「佐治アストロパーク」、島根県大田市

「仁摩サンドミュージアム」、長崎県長崎市「稲佐山公園・鉢巻山

展望台」、沖縄県国頭郡国頭村「星空の広場」で、もちろん見学で

きる。これらの日時計はすべて訪ねて写真に撮影した。一番時間

とお金がかかったのは、沖縄県国頭郡国頭村「星空の広場」の日

時計見学で、名古屋空港から那覇空港に飛び、名護市に高速バ

スでほぼ一日かけて移動し、そこで一泊して、国頭村「星空の広

場」に行ったが、公共機関はなく、名護市からタクシーを呼んで往

復した。「星空の広場」は辺野喜ダムの近くにある。国頭村の緑

深い場所にある辺野喜ダム湖畔公園には、星座台、北極星が観

察出来るモニュメント、精密日時計などが設置された星空広場が

ある。たまに、星空観察のツアーが募集されるようである。日本標

準時と地方恒星時などが直読できる大気差補正直読式「天文精

密日時計」は狭山市のご自宅に１号機、東京都西東京市の「多

摩六都科学館」に２号機がある。「多摩六都科学館」の日時計

は、訪ねやすいが、少し傷んでいた。著者は、１９７０年３月に長

野県松本深志高等学校を卒業し、東京工業大学機械工学科に

進み、卒業の１９７４年４月にシチズン時計株式会社に入社して

いる生え抜きのエンジニアである。          （沖 允人） 

 

 

 

 

 

 

https://gnomonica.at/


日本時間学会に行って来ました 

At 18th Triennial Conference  

of the International Society r 

for the Stady of Time 

           安藤 隆雄  T.Andou 

 

日本時間学会の総会・研究会が７月１・２日

に山口大学で開催されました。この３年間はコ

ロナ対応でリモート開催でしたが、４年ぶりで

対面での開催に戻り、私も出席して来ました。 

続きの日程で７日までの５日間が国際時間学会

のスケジュールでしたが、私には対応できず、

国内大会だけの参加になりました。 

それでも国内学会で海外の研究者から２件の

研究発表がありました。どちらも日本の歴史に

関連するテーマで、私も関心を持っている内容

でしたので、簡単にご紹介します。 

         ＊ 

スイスの研究者は「永平寺における道元禅師

の時間管理」をテーマに、日中行事の時間割と

測定に使われた時計について考察されていた。

その時計は漏刻か香盤時計かという問題提起も

ありました。 

ドイツの研究者は「家康公の時計とメキシコ

とのつながり」をテーマに、1611 年に時計が  

スペイン国王から贈られた歴史的背景について

説明され、「1581 年マドリッドでハンス・デ・

エバロが製作」と刻まれた銘板の下に「1573

年  ブリュッセルでニコラスが製作」と刻ま

れていることが 2015 年にⅩ線検査で見つか

ったというトピックスと関連付けて、当時の世

界情勢を考察した。 このように海外の研究者

が日本の事物に関心を持って研究されているの

は嬉しいことです。 

国内学会と国際学会の合同で予稿集が発行さ

れていますので、発表内容に興味のある方は学

会のＨＰから事務局へ連絡してみてください。 

         ＊ 

山口大学には時間学研究所があり、そこのメ

ンバーが大勢時間学会に参加していて、学会の

事務局も担当してもらっているので、学会も山

口での開催が多いですが、２日間の日程なので

近くの湯田温泉に泊まるのが便利で、１つの楽

しみでもあります。 

今回は前日に萩まで行って１泊し、旧藩校の

明倫学舎と萩博物館を見学しました。明倫学舎

は明治維新・世界遺産ミュージアムとして各種

の展示がされて、6,000 点を超える江戸後期の

科学技術史資料を集めた小川忠文コレクション

から和時計や測量機器などを含む 600 点ほど

が展示されています。当日は雨空の日で観光客

が少なく、ゆったりと見学できて良かったです。 

萩城址や武家屋敷の観光を兼ねて、これらの博

物館めぐりもお勧めしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

告知ポスター 



簡単な装置による季節線作図法 

Seasonal line drawing with simple tools 

小野行雄 Y.Ono 

昨年、私の住んでいる近隣の小学校の創立

70 周年の記念として日時計を頼まれました。 

1５年ぐらい前には小原銀之助さんの日時計が

あったのですが壊れてしまったのをきっかけに

取り除かれ、そこは別の用途に使用されました。 

東京 23 区内の小学校では珍しく敷地の中を

流れる川があり、セキレイ・カモなどの鳥たち

や昆虫・魚などが遊んでおります。この川の様

子を日時計デザインに活かせないかと考えたと

きに”季節線“を使用するアイデアが浮かびま

した。 

図中央から右手に伸びる格子の下に川が流れる 

季節線を作図する簡単な装置は以前制作して

おりましたので、今回再度の使用となったので

すが嘗て季節線は長い芯棒をスライドさせて先

端の位置をマークしながら作図しましたが、 

今回は長い芯棒の代わりにレザーポインターを

取り付けて角度を決め回転スライドさせてスム

ーズに季節線をトレース出来ました。 

季節線作成装置 

季節線(赤)・時刻線(青)、作図風景 

季節線・時刻線上面図 

壊れる前の日時計(小原銀之助氏制作) 

左右回転 

初期案 



 初期案としては、前図のように直径 50 ㎝ほ

どのブロンズ鋳造を考えておりましたが、設置

場所や台座の大きさなどの関係で少し小さくな

りました。またノーモンの大きさは、先端の影

が季節線を示すように小さく、そして丸みを付

けて触ってもケガをしないようにしました。 

児童たちの日時計を見る位置が北側からとの関

係で、時刻や季節の文字表記が逆転することに

なりました。製作を一粒工芸社に依頼しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 最終案 

 

また、日時計の解説と共に均時差表を大きく

台座側面に配置しました。下図参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童たちに配布した解説プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時計部拡大図 (ステンレス製) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成写真 

決定案 



旅先での日時計探訪の勧め 

Recommendations for exploring 
 Sundials while traveling 

 

小山泰弘 Y. Koyama 

 

 旅行や仕事で離れた場所に行った際、少し余

った時間があれば日時計探訪をするのはいかが

でしょうか。いろいろと調べて計画をたてて探

し出すのは宝探しのような楽しさがありますし、

探している途中の道すがらにある街並みにその

土地ならではの雰囲気を感じたりすることも楽

しいものです。旅行のガイドブックに載ってい

るような観光ポイントを回るだけでは味わえな

いその場所の隠れた魅力を味わえたようか気分

になって少し得した気分になります。日時計の

会のみなさんはすでに多くの方が楽しまれてい

るのではという気もしますが、ひょんなことで

この会報『ひどけい』にたどり着いた方に日時

計探しのコツをお伝えさせていただきます。 

 まずは沖さんが執筆・刊行された著書『日本

の日時計・500 選』（2019 年刊）と『日本の

日時計・補足版』（2022 年刊）に掲載されて

いる日時計が近くにないかを調べてみることが

お勧めです。これらの著書に掲載されている日

時計のデータを日時計の会のホームページに載

せていただいており、下記のページからダウン

ロードできます。 

 https://sundial.stars.ne.jp/sd500/ 

スペースの都合で著書には写真の掲載がない日

時計も網羅されており、都道府県別に整理され

ていますので、大変参考になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google Map で検索した例 

これと合わせて、Google Map や検索サイトを

使って日時計をキーワードにして検索してみる

こともお勧めです。 

単に日時計をキーワードとして検索すると、日

時計には関係のない時計の販売店も表示された

りしてしまいますが、キーワードをダブルクォ

ーテーションマークで囲んで、”日時計”を検

索キーワードとすればキーワードと完全一致す

る場所だけを検索しますので、かなり絞り込む

ことができます。一般の検索サイトの場合には、

地名も加えて、「大阪 “日時計”」のように検

索キーワードを指定します。検索サイトもいく

つか試して、ブログの運営サイトや Facebook

のような SNS サイトでも検索をしてみると思

わずヒットすることがあります。海外の場合に

も同様に Sundial と地名を入れて検索をする

と見つかりますが、以下のようなサイトを利用

するのもお勧めです。 

Sundials of North America 

 https://sundials.org/index.php/sundial

-registry 

British Dials Online – Bridol 

 https://sundialsoc.org.uk/dials-filter/ 

Atlas of Sundials 

 https://sundialatlas.net/atlas.php?cm

bm=1 

 いくつか目ぼしい日時計を見つけたら、実際

に探しに出かけましょう。その場合にも

Google Map の経路探索が大変頼りになりま

すが、最近は各地にシェアサイクルや電動キッ

クボードのシェアサービスが整備されています

ので、こういった移動手段を使うと便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市のシェサイクル 

https://sundial.stars.ne.jp/sd500/
https://sundials.org/index.php/sundial-registry
https://sundials.org/index.php/sundial-registry
https://sundialsoc.org.uk/dials-filter/
https://sundialatlas.net/atlas.php?cmbm=1
https://sundialatlas.net/atlas.php?cmbm=1


このようにして日時計を見つけたら、ぜひ日

本日時計の会の Facebook にご紹介ください。

その際には場所の情報や、簡単な感想も添えて

いただきますとほかの方の参考になりますので、

よろしくお願いします。 

 

 https://www.facebook.com/groups/

919919791905967 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイスジュネーブ（2008 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドニューデリー（2017 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢市柳瀬川つつみ公園（2022 年） 

 

ロンドングリニッジ天文台（2012 年） 

 

 

北京古観象台（2012年） 

 

 

米国 Johns Hopkins病院（2013 年） 

 

 

兵庫県芦屋市芦屋公園（2023 年） 

https://www.facebook.com/groups/919919791905967
https://www.facebook.com/groups/919919791905967


 

 

 

 

 

 

 

 

 

●編集後記 

 

・放送・記事 

 2023 年は「時の記念日」100 年、テレビや新聞に明石市立天文科学館・井上館長を拝見しました。 

 以下は朝日新聞の掲載記事です。（2024 年 2 月 5 日朝日新聞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新会員紹介 

 加藤 昌和 2023 年 9 月 1 日 入会 

 佐藤 紳二 2024 年 3 月 1 日 入会 

 

・明石総会参加者 

 神戸大学名誉教授の三浦伸夫氏が参加されました。 

 

・訃報 

 宮崎県都城市での総会で会員になられた芦田均様が 2023 年 4 月に永眠されました。 

ご冥福をお祈りし、謹んでお悔やみ申し上げます。                  合掌 
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